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習
志
野
七
福
神
巡
り

　

今
年
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、

街
も
慌
し
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
新
年
に
向

け
て
「
習
志
野
七
福
神
巡
り
」

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

七
福
神
巡
り
が
全
国
規
模

で
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
の

は
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
政

治
指
南
役
の
天
海
僧
正
が

「
上
様
は
寿
老
人
の
長
寿
、

大
黒
の
富
財
、
福
禄
寿
の
人

望
、
恵
比
寿
の
正
直
、
弁
財

天
の
愛
敬
、
毘
沙
門
の
威
光
、

布
袋
の
大
量
と
い
う
七
つ
の

徳
を
お
持
ち
で
す
。
こ
の
七

神
に
は
七
難
即
滅
七
福
即
生

の
功
徳
が
あ
り
ま
す
。」
と

言
っ
た
の
に
家
康
が
喜
び
、
狩
野
深
幽
に

七
福
神
の
絵
を
描
か
せ
尊
崇
し
た
と
こ
ろ
、

他
の
大
名
が
真
似
を
し
た
か
ら
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
七
福
神
は
し
ば
し
ば
宝
船
に

の
っ
た
情
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
正
月

に
こ
の
宝
船
に
乗
っ
た
七
福
神
の
絵
に

「
長
き
世
の
と
を
の
眠
り
の
み
な
目
覚
め

波
乗
り
船
の
音
の
よ
き
か
な
」（
上
か
ら
読

ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
）
と
い
う

回
文
を
添
え
て
枕
の
下
に
入
れ
る
と
、
良

い
夢
が
見
ら
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。
七
福
神
巡
り
は
自
分
の
家
に
一

番
近
い
所
か
ら
反
時
計
回
り
に
見
て
２
番

目
の
順
か
ら
回
っ
て
い
く
と
良
い
と
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
一
番
近
い
所
で
打
ち
上
げ

に
す
る
訳
で
す
。

　

習
志
野
七
福
神
巡
り
は
昭
和　

年
１
月

６３

か
ら
薬
師
寺
の
先
代
の
住
職
さ
ん
が
「
友

人
や
家
族
と
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
あ
る
い
は

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
の
健
康
増
進
の
為
の
散

策
を
兼
ね
て
、
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と

の
呼
び
か
け
で
習
志
野
市
の
真
言
宗
の
７

寺
で
始
ま
り
ま
し
た
。
お
正
月
の
三
が
日

に
巡
る
と
ご
朱
印
が
も
ら
え
ま
す
。
ご
朱

印
と
は
自
分
で
書
き
写
し
た
お
経
を
お
寺

に
修
め
た
時
に
も
ら
う
印
で
す
。
七
福
神

巡
り
で
全
て
の
ご
朱
印
を
も
ら
う
と
幸
せ

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
朱
印
は

正
月
の
三
ヶ
日
と
２
月
〜　

月
は
７
日
に

１２

頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
皆
さ
ん
も
福
を

授
か
り
に
お
出
掛
け
に
な
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。（
裏
面
に
地
図
が
あ
り
ま
す
）

�
東
福
寺
（
谷
津
２
丁
目
）

　
「
恵
比
寿
」
風
折
鳥
帽
子
、
狩
衣
、
左
に

鯛
を
か
か
え
右
に
釣
竿
を
持
っ
て
鯛
を
釣

り
上
げ
て
い
る
姿
。「
釣
り
し
て
網
せ
ず
」

暴
利
を
貪
ら
な
い
清
廉
の
心
の
象
徴
。
商

売
繁
盛
の
福
神
で
す
。
そ
れ
は
商
売
す
る

に
当
た
っ
て
は
暴
利
を
貪
ら
ず
、
お
客
さ

ん
に
便
利
、
親
切
を
与
え
る
よ
う
な
清
廉

な
心
を
持
た
な
け
れ
ば
、
そ
の
店
は
繁
盛

し
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
ま
た
交
通
安

全
の
守
り
神
で
も
あ
り
ま
す
。

�
慈
眼
寺
（
鷺
沼
3
丁
目
）

　
「
大
黒
天
」右
手
に
打
出
の
小
槌
を
持
ち
、

二
俵
の
俵
を
踏
ん
で
い
る
姿
。
大
き
な
頭

巾
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
は
上
を
見
る
な
と

い
う
事
で
、
日
常
謙
虚
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
事
を
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
二
俵
の
上

に
居
す
る
事
は
二
俵
で
満
足
す
る
よ
う
に

と
い
う
「
知
足
」
の
嘉
訓
を
表
現
し
て
い

ま
す
。

�谷津っ子探検隊
　１１月２６日（水）当社のＡＳＡ谷津店（新聞販売店）に

可愛らしいお客様が訪れました。谷津小学校の「谷津っ子

探検隊」４名です。谷津小学校では１０年程前から２年生

の生活科の授業の一環として、町の施設やお店などを見

学し、谷津地区の町並みや地域の人達の良さを学ぼうと

色々な所を見学しているそうです。今回ＡＳＡ谷津店が

選ばれたのは、新聞販売店を見てみたいという生徒から

の希望があったそうです。

　生徒達はいつも新聞に挟まっているチラシをまとめる

機械や、雨の日に新聞が濡れないように新聞をビニール

でくるむ機械に驚いたようです。特に新聞を縛るＰＰバ

ンド（ポリプロピレンの紐）の裁断を行う機械「ＰＰカッ

ター」に興味を示しました。ＰＰカッターは紐を２ｃｍ程

にカットし再生業者に出します。意外な所でゴミの再生

に力を入れているのに探検隊は驚き、また実際にカット

する作業を楽しんでいたようです。機械の説明を受けた

後、お店の人達への質問がありました。「何時頃から新聞

を配達しているのですか？」「一人で何件ぐらい配達する

のですか？」など素朴な疑問がいっぱいです。質問を受け

た社員は「朝の２時半から、１人２００件から３００件配達し

ていますよ」と回答があると生徒たちは大変驚いたようで

す。新聞販売店は知られているようで、知られていない

業務があり子

供達はそれを

十分学んでく

れたようです。

後日生徒達は

それぞれの壁

新聞にしてク

ラスで報告す

るそうです。

報告がたのし

みですね。
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�プレゼントは裏面にあります。

�どんど焼きとカルタ会
日　時　平成 16 年 1 月 10 日（土）

　　　　受付／午前 10 時～ 10 時 30 分

　　　　開会／午前 10 時 30 分～

場　所　袖ヶ浦西近隣公園はらっぱ

※お正月飾りは、環境保全のためプラス

　チックやビニール類は、はずしてお持

　ち下さい。

※どんど焼きで焼くおモチは、各自持っ

　て来てください。

カルタ会…当日、午後 1時より袖ヶ浦公
民館で受け付けします。

問い合せ先：袖ヶ浦公民館　

電　話：451-6776

�年末・年始燃えるゴミ収集日（一般家
　庭）は、下記の日程です�習志野市�

�

�

�

�

��������������������������������

��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
西
光
寺
（
谷
津
1
丁
目
）

　
「
毘
沙
門
天
」
古
く
か
ら
イ

ン
ド
の
神
と
し
て
、
ま
た
中

国
で
は
多
聞
天
と
し
て
祀
ら

れ
、
仏
法
を
守
護
し
て
い
ま

す
。
悪
行
煩
悩
を
足
下
に
押

さ
え
る
勇
猛
な
姿
は
、
人
々

を
正
道
に
導
き
、
智
と
勇
気

を
授
け
て
下
さ
い
ま
す
。

�
薬
師
寺
（
大
久
保
1
丁
目
）

　
「
弁
財
天
」
古
来
イ
ン
ド
の

水
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
と

う
と
う
と
流
れ
る
川
が
、
よ

ど
み
な
い
弁
舌
や
音
楽
を
連

想
さ
せ
弁
舌
才
知
を
司
る
神

と
し
て
、
ま
た
琵
琶
を
持
つ

姿
か
ら
音
楽
の
神
と
し
て
も

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
福

神
唯
一
の
女
神
で
す
。
昔
大
久
保
周
辺
を

弁
天
が
原
と
呼
ん
で
い
た
の
で
、
弁
財
天

が
祀
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

�
正
福
寺
（
藤
崎
２
丁
目
）

　
「
布
袋
尊
」唯
一
実
在
の
人
物
。
中
国
唐

末
期
に
活
躍
し
た
僧
で
本
名
を
契
此
（
か

い
し
）
と
い
い
人
々
に
布
袋
さ
ん
と
呼
ば

れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
手
に
持
っ

て
い
る
杖
は
、

己
の
心
の
中
に

ひ
そ
む
欲
望
や

邪
念
を
打
ち
の

め
す
物
で
す
。

袋
を
手
放
す
こ

と
で
、
あ
ら
ゆ

る
人
間
特
有
の

執
着
心
を
手
放

し
た
無
為
の
真

道
人
と
し
て
の
姿
が
み
て
と
れ
ま
す
。
人

に
接
し
て
に
こ
や
か
に
福
徳
円
満
な
態
度

を
自
己
の
身
心
と
し
ま
し
た
。
布
袋
尊
は

一
昨
年
火
事
で
消
失
し
ま
し
た
が
、
今
年

１
月
か
ら
本
院
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
東
漸
寺
（
津
田
沼
４
丁
目
）

　
「
福
禄
神
」
中
国
の
道
教
で
祀
る
星
宿

の
化
身
。
人
名
を
司
る
南
極
星
の
化
身

で
、「
福
神
、
禄
神
、
寿
神
」
の
三
神
を

意
味
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
無
量
寺
（
実
籾
２
丁
目
）

　
「
寿
老
人
」
純
粋
に
延
命
寿
命
を
司
る

神
。
福
禄
神
と
同
体
異
名
と
さ
れ
る
神

で
す
。
中
国
の
唐
時
代
の
老
子
の
化
身

で
、「
長
寿
延
命
、
富
貴
繁
栄
、
身
体
健

全
」
を
司
る
神
で
す
。


